






要約:今回,小児心身症に対する対応マニュアル作製の試みとして,「不登校」に関するマ

ニュアルを試作し,親を対象としたアンケートを実施した。こうしたマニュアルには中立

性が必須の条件であり,ここでも可能な限り偏りのない見解を示したつもりであったが,ア

ンケート調査から全員がこの試作マニュアルの内容を受け入れるわけではなく,中にはか

えって不安になる場合もあることが明らかになった。こうした結果から,マニュアルは可

能な限り様々な項目をとりあげる専門家用のマニュアルと,親を支えることを目的とする

親用のマニュアルが各々別の内容で必要であることがわかった。


